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　近年、「生きている図書館」というと、図書館が所蔵する書
籍ではなく、「生きている人」を貸し出そうという試みを指す。
LGBTや障碍をもつ人など、マイノリティと言われる人々を「生
きている本」として登録し、希望する「本（人）」を借り出して、
直接対話を行う。実際に話を聞くことで、他者の人生を追体験し、
偏見や差別をなくしていこうとするものである。
　しかし、本稿の主旨はこれらの試みとは異なる。
　まず、本学の図書館に関する統計値を見てみたい。図書館では
毎年年報を出している。その最後に様々な統計情報を掲載してお
り、図書館Webページにもアップしている。その 2017年度版か
らいくつかの数字を拾ってみよう。
・年間受入れ資料数：62,066冊（約 170冊／ 1日）
・年間入館者数　：1,852,865人（約 5,100人／ 1日）
　 （キャンパス図書館 5館の他に、政経・法・教育・社学・商・
国際・日本語の各学生読書室入場者数を含む。理工学図書
館においては学生読書室だけの人数）
・貸出し冊数 612,916冊（1700冊／ 1日）
　1日の平均値については、1年を365日として計算しているため、
実際の開館日数（中央図書館でいえば、340日（2018年度））で
割れば、さらに大きな数になる。
　つまり、毎日、平均約 5,100人以上が図書館を訪れ、約 1,700
冊が貸し出され、新しい書籍を 170冊受け入れている。書店に置
かれている書籍は、その置き方次第であるが、１坪あたり 750冊
程度であろう。書店の平均的な広さは 83坪程である＊。これらを
掛け合わせると、平均的な書店には概算で 62,000冊程度の書籍
があることとなる。つまり早稲田大学図書館全体では、1年間で
平均的な書店 1軒分の書籍を受け入れ、1か月強でその全ての書
籍が貸し出されていることになる。「図書館は生きている」とい
うことを示すと共に、休館日は 1日でも減らしたいと思わせるの
に十分な根拠となる数字である。
　現在の中央図書館は、1991年、「総合学術情報センター」の一
部として開館し、30年近くが経つ。この間、マイナーな改装はし
てきたものの、大規模な模様替えはしてこなかった。一方、この
30年間で、研究方法や教育方法は大きく変化してきており、図書
館もこれらへの対応が迫られている。
　そこで、先ず館内のゾーニングを大幅に見直すこととした。ま
た、PCやインターネットの利用が不可欠な場面も多く、これに
関連した設備の充実も必要である。さらに、一般的に「ラーニング・
コモンズ」と呼ばれるエリアを大幅に増強しようとしている。「生
きている研究」、「生きている教育」を支援する「生きている図書館」
であるからこそ、外せない改修である。
　当然のことながら工事は不可欠となる。閉館し、集中的に行う
のが順当だろう。キャンパス内を見渡しても、演劇博物館、會津
八一記念博物館共に、数か月の閉館を伴う改修工事を行っている
が、今回の中央図書館改修は同様に考えられなかった。前述の通
り「生きている」という要因を優先する必要があったからである。
よって、開館しながらの工事を選択するという決断を下した。担
当者のねばり強い交渉のおかげもあり、工事による休館日を、な
んとか授業期間外（夏季・春期）に集約させ、更にその多くを週
末に充てることができた。
　「生きている」ということは、「成長している」ということに他
ならない。成長させるのは、利用者であり、それを受け止める図
書館職員である。このためには、幅広く奥深い知識も必要である。
これからも時代に応じた利用者のニーズを受け止め、それを「成
長する図書館」として実現していってほしい。
＊出典：日本出版販売株式会社編『出版物販売額の実態 2016』の
2016年度の数字を使用
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